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宇宙空間観測 30 年

一草創の頃一

宇宙科学研究所野村民也

昭和30年 4 )-1 ，京大量産技術研究所がペンンノレ

ロケ y トの実験を行って，我が匡lの宇宙空間程見出II

4>業が発足してから. 30年余りが経った。ペンシ

ルロケッ l は，直径1.7cm，全長23cm と云う小さ主

ものだった。それが今や. I白信E，長さ共に 81音に

]i;んとする M-3 SII 型によって，地球 I) I 力闘の外

に探査機「さきがけ J rすいせい」を送り出し.

ハレー主主毘探脊を行うまでに成長したのである。

石向上にも 3 年と云うが，その101古を越える歳

月，一筋のi且が守り通されて来た。それは， 11.;ぃ

分野の多数の研究者の糾介を必要とする{上半であ

った。しかもその中心になったのは、大学の教'“

と云う.どちらかと云えば伽|門的で，纏まり ~Ilい

人極の集団であったのである。

何が3011'にも渉って，彼らの求'L、力になリ待た

のだろうか。丑fザ者にはす市から真理を宇ぴ取る

ため、自らの手で思い通りのデータを乎にしたい

と云う~~があったろう。工学者には，白らの系出

した技術の尖祉の機会て。あることに， tN熱を感ず

ると云うこともあるであろう。然しどうも.そう

したことだけではないようである。何故なら lof ，

研究の手段とエ;う観点からすれば，字国空間観測

事業に撹わることは，個々人にとっては必ずしも

能率的でない面があるように思えるからである。

多分乍宙て“活動すると云うことの中には，人々を

駆り立てて止まない何かがあるのであろう。 r-!\ ら

ばそれは何かと問われても，桟念乍ら今の:fL.には

それに自'J般に答えるだけの周:tJ.がない。

前世きが長くなった。本論に灰ろう。

過去30年余りに i!Ji る我が1£1の宇宙2間程Jt ilill l;j:，

偶然にも切りの良い年々を節目とし乍ら，発展し

て来た。

冒頭に述べた通り，スタートであるベンンノレ尖

験が.昭和30年である。 33年に K-6'引が出米， I

GYに参加して観測を行っているが，それに至る迄

の迫般には，多くの1111折があった。本私的なロケ

y 卜観測のl時代的総聞けは K -8!tlが出米て観測

対象が一挙に拡大した35-4'とぶうべきであって、

それ迄の 5 年間はむしろ却制のl時代と II乎ぶに相比、

L' 、。そして 10年後の45年司我が国最初の人工14j
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ljl. rおおすみ J の誕生によって科学衛星の時代と

なり，更に 15 年を隔てた 60 年 r さきがけ Jr すいせ

い」によって，多年夢見た太陽系空間・惑星傑査

への進出がよ長されたのであった。

ペンシノレの実験は.昭和 32-33 年の ICY におい

て.超高層大気のロケ y ト観測が出来るようにす

る研究開発の第一歩であった。生産技術研究所が

これに子を染めるに宅った縫総は，以下の j畠リで

ある。

昭和 128 年暮，生日f(こ AVSA (航空電子工学及び

超古述空気カザ総合)研究班が作られた。目標を

ロケ y トまたはラムロケットを動力とし太平洋

を20 分若しくは 2-3 時 I~\J で横断する超 /'::i 述輸送

機ンステムに遣いたもので，当時的糸川先生め論

文によると，最初の試験飛行が昭和 45 年.定期輸

送の|期始が 50 年と云うことであった。ターのような

品と笑っては不可ない。政近オリエントエキスプ

レスの構想、が喧 Ii 、されている。昭和 30 年頃，世界

'I'の識もが考えもしなかった時にこうしたぷ氾!を

持った先見刊と坊主 L とを.むしろ袋めるべきであ

ろフ。

昭和 30 年.l1.::f1，俗1:1新附 lが「科 '7 は作る」と云

う凶み記事を連載し‘その中で、ロケ y ト旅客機"

と題して生， Jf の研究計画を紹介した。これが i尚々

文部省岡野学術謀長の Uf!に留まった。かねてよリ

ICY でロケット観測をやりたいと云う科''7:者の:j\';

唱を広知していた liiJ 謀長の斡肢によって， AVSA

研究班は当面， ICY 用のロケ y トの研究開発に取

り車且むことになったのであった。

何分にも基盤が始ど主<.万*が手探りの状態

お知一…************……ヲ

月・惑星シンポジウム

lUIrt u円相 61 年 8 )j28 1:1 ω-30 日出

場所宇宙科学研究所 45 号館 1 階会議室

問合せ先 寸ー'山科ザ研究所・研究協力諜

共同利用係 (467)1 1l 1( ドi235 )

の研究開発であったから.昭和33年 9 !iに，高度

約60kmに達する K-6型ロケ y トが出タ11:，なんとか

ICY に間に合わせると云う~めを果たす迄には，

多くの好余曲折があった。口 y ターンで悪戦苦闘

したのも，この間のことである。然し K-6型の成

功で技術の義鑓は固まり，以後のロケットの大卑l

化，高位能化は比較的順剰に進む。こうして昭和

35年に K-8引が生まれた。 K-8引は60kgの観測装

誼を搭載して， 200kmの高度に達する。批判的であ

った某科学評論家が r東大のロケットは，何故急

にこんなに両〈上がるようになったのだJ と云っ

た位，それは画期的な出来半であった。

K-8型の出現により，観IJlrIの対象は一気に拡大

した。電線J乱大気光，磁場等の観測が次々に行

われ.参加l研究者の数も急均した。 K-8型の完成

した昭和35年が本格的なロケット観nil)時代の幕開

けの年と云うのは，そうした辺味である。

K-8型的実現には，理工の協関を物諮る次のよ

うな姉話がある。 ICYが終わったと云うことで，

昭和32年度 l 倍、 2T 万 II)， 33年度 l 俗 7 干 513 万

円が自|上されていた予算が， 34年度には 8 千 5 函

万 III ~~に減ってしまった。i!..ll学研究者の聞には，

K-6型で観測をあtけたいと云う<t.三裂があったが，

~':t£離層に尉〈ロケ y トを実現するため，観測は

1 年待とうではないか と云う前回先生や車問先

生の決断で，予算は殆どロケ y トの研究開発に充

当されることになる。こうして約 l 年後 K-81Y

が完成したのであった。(のむら たみや)

衝撃工学シンーポジウム

期 H 昭和61年 9 月 26 1J ω-27Blf:)

場所 宇宙科学研究所持り館 1 階会議室

問合せ先 守山科 γー研究所・fiJI究協力謀

共同利用係 (467) IIII(1),1235)

n
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宇宙空間観測30年記念行事

企画・実行委員会

委員長野村民也

我が図の宇'山空間量Ii訓'1'*業は.昭和30年に点京

大学生産技術研究所が、全長僅か23cmのペンシノレ

ロケ y 卜の発射尖盟主をr.JI下回分苛て寸-J ったのに始

まります。それから 30年余りが経ちました。宇宙

研ではかねてから適当な機会に記念行事をと思っ

ておりまして，本当は区切りの良い昨年に行いた

かったのですが. 111'年は夏に「すいせい」の-tJ卜

げを控えていたこと r さきがけJ と併せてハレー

詩星との会合に備えて.多くの人々が多忙であっ

たこと等々のE理由で.本年に持ち越すことになっ

た次第です。

行~I':の内容としましては，記念式典と記念出版

物の刊行を予定しています。

記念式典は会場確保の郁子干上.既に日時等は決

めてあり. 9 月 30 円午後 2 時から，虎の門の農林

正f 金会館て品挙h されます。形通りの式典に引き続

いて. 2 件の記念日比揃を行う予定です。その後記

念祝賀パーティに移りますが.バーティにはこれ

迄ヰニ:街~間程Ii担IJ事業に深< I剥わりのあった多くの

方々にも.参加して頂けるようにしたいと思って

います。

記念出版物のほうは. 2 組矧を考えています。

つは30年間の魁史を纏めた r30年小史(仮組) J

で，全体の経緯を綴った総説と.大気球.ロケ y

ト.エレクトロニクス，衛Jt.観測の夫々の発展

の跡を辿った各論，及び年表等から成っています.

もう一方はj思い出集(仮題)J で. 30年間の色

々な局関紙に.関係された方々の小文を集めたも

のです。執筆者の数は.120人位になる予定です。

記念出版物につきましては.資料提供のお願い

や.執筆のご依頼等で.多くの皆棟方に多大のご

協力を瓜きました。厚〈御礼申し上げます。それ

と共に.色々主らぬ点も多〈失礼の祈リましたこ

と，また，ご迷惑をお掛けしましたことを.深く

お詫び致します。

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール (9 ・ 10月)

9 月 10 月

5 10 15 20 25 30 5 10 15 四 25 30-, .白， .白!

M-3511-3 相怯原

%カ句 噛 'fr せ

KSC

5-310-17

フフイトオペ Y

KSC

K-9M-SO

ワライトオペ Y
H商店m

MPC f相Sコ棋J ，i倒j'in
l

]

日直挑1li

5-520・8l ロ
S.J. CNE胴体合せ SJ i正気部配輔 配輔 計器介ゼ

日班旅 it

相噛模5際P5-520-9 口一一一一

~1'2~合せ

%まで

タ ポポンプ試験設備改造L事 (NTC) タ ポポノプ市定試験(~，. c)

%から
KSC 斑児品平副圭 I同組制所

弘まで

NTC 能代ロケ y ト実験場

MPC ニ長プレンジョン
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ヲ除外国人客員研究員及び外国人研究生の受入れ

畳入れ研究員正名 国籍| 研究理題 期間

SegcyVlndimiro ・
ヒートハイプの 61.9. 1

vichKOller ソヴィエト 然i/o'体力学的研
(ルイコフ然物It輔

1
連叩 究 61.11.30

送研·It所)

Slamet
イシドネ y

搭載機器テレノ 61.8.20

Saraspriya
ア共和凶

ータコマンドシ

ステム町併究 62.8.19

ものとして実証され.引き続く 2 年!日 lに下'えされ

ている科学観測実験への道を開いた。

この度の内之浦での気球 ~H 砧 1 ;1 'J-: 術研の気球グ

Jレーフと KSC との全両的な協力のもとに行われ

た。中国からは 4 名の研究者 技術者が米日し

また j.: 宙研からは 3 名が中位|に被った.

一:ザ兵抽 Ui;五・前山勝目 '1- (広沢 #1 工・領野文命)

*第 26 固caSPAR 総会

さる 6 }J30IJ から 2 週間にわたって， if.i7ラン

スのトウールーズにおいて. 26恒1 1'1のCaSPAR

(I耳際学術連介字国空間委民会)総会が聞かれた。

日本からも 301'， 以上が出席 l. 大変盛会であった。

シンポジウムやワ ;7"ョ y プでの話題の他lこ，

今凶は 2 つのうれしいニ斗 スがあった。

一つは.ハレ一瞥星探査で示したすばらしい千

ームワークの成栄を記念して caSPAR から [A

CG参加の4機関にメダルが贈られたことである。

1 街側も ESA. IKI と肩をならべて卜の写山の賞

状とメダノレを段与された。

もう一つのうれしい出米τれは、 COS ドA I{のピ

ユーローメンバー( 6 名)の中に. 'j-:',Ii filfの τp:尾

:1'，仔教授が選 litt たことである。アクス 7 ォード

新会長のもとで今後 4 年間. COS ドAI，のiili'込に

参加されるわけである。大いに r目 E揺されることを

願し、たい。(鶴岡山一郎)

*倉谷先生に宇宙研名誉教授の称号領与

倉谷健治元教授は.評議員会議で宇宙科学研究

所名営教奴称号授与規則に従い.名持教授の柄、ち

を授与することを本認されました。

_ "'f,;,- -表紙カット~

倒防A引\ *大気球 2 機内之浦市、ら中国へ飛ぶ
凶事情リ
、立三!!:!dJ 日'!，大河償断気球実験の 1 号機B，

Cl が 7 H25 日 5 時55分に，続いて 2 号機B却ー C3

が 7 川 30 日 6 時 11分に.鹿児島宇耐空尚1 !!It il\ll所

(KSC) に|荷扱する内之泊町の綜合グラウンドか

ら放球された。

IJ'I' 大洋横断気球実験はと i ・ 'riif ↓学研究所と中医 l

科学院の上海天主;台. '~~lgJ 科ザ技術 '·1' 心および紫

金山天文台との共同実験として計画されたもので，

今年はその初年度にあたり.気球の飛しょう試験

を中心とするエザ実験が訂 \II'j された。

l 号機 B5-C lI;l2 5km の高度を毎時平均 60km の述

!主て e西に進み.放球から約 15 時間を要して中国東

J;~ . 杭州汚付近に fiJi 主した。切離しは杭外 lili 創刊

40km の地点でれわれ.降下したゴンドラは揃正省

制蹴の北 }J において中凶の回収チ ムにより無事

回収された。

2 り一機13: ..-C3Ii35km の向 1E まで上り. 4正時平均

IOOkm の.iili J~ て·~U: 丙に進んで，放球後 10 時!日 120 分に

r.ill 山Ii上空 lこ述した。その後太湖の上雫を通過し.

λ; 湖l山一岸からギ :J50km 丙に進んだところで切り離し

が行われた。ゴンドラは宏一徹省闘 Ii); て'回収された。

この日!-.i Iiなの夕刻は快 II 古で f今ト -2 に気球が紳『い

ている」とのテレ y クスが i語られてきた。

今凶の二回の JI~ しょう試験の成功により， ~C/

ナiU H世断気球というアイディアが現実に成リ立つ

日-'-' ..-:- ,..,
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*一般公開

今年で 3 凪目に主る相脱原キャンパスの一般公

l掛は、 7 月 31 日ω14:00から 17:00まで相挨原市の

〔けやき会館〕て'講演と映画の会を行い.翌 8 )-J

18WlO :00から 17:00までキャンパスのー般公開

が行われた.講i自はハレ 探盆を終わって(上杉

助教授)ブラックホールを探す(小川原助教授)

で.200人余りの参加者で活発な質問もあり有志、議

であった。なお.そのあと「さきがけ/すいせい

日本のハレー探査 J. r 臼 EH64m アンテナ建設

記録」が t映された。

キャンパス公開は.今年は米年にキャンパスの

全両移転を控えていることもあり. ASTRO-C の

総合試験の様子，スペースサェンパーと機械環境

試験設備等現仕あるものを中心として行われたが、

その他にす宙研の紹介をはじめとしてハレ 探有

のまとめ. x 縦天文学のすべて， ミユーロケ y

=特別寄稿=

トの主¥f百 IIi弘、 月ヨ y トレース 'J" 甘 1 観 ililJ30 年の

写A集なども展示された。当日は姉夫にめぐまれ.

かなりの参加者が期待されたが.ちょうど輿，;~.な

長悔雨があけて初めての週末に重なった為か参加

者は 2000 名余りで落ち Zz いた一般公開となった。

(河品{己倒)

本当に東奔西走

宇宙科学研究所小田 稔

6H 末から 7 月初めにかけて東京一一ーワンント

ン一一東京一一ツールーズ(フランス)一一東京と

かけまわった。ワシントンで或る人が「ここから

フランスに行くのには long way て·~wrong way 1.二

なJ( われわれには発音しにくい冗談)と言ったも

のである。

6 月 26 ・ 27 日. NASA 本部で SSLG 会議があっ

た。これは慨に 7 年~n ，ほぽ定期的にヰ街開発委

只会と NASA とが.日米共同ですすめられる宇宙

開係の計画を協議するために聞かれる会合である.

'f:而科学の分野ですすめられているいわゆる「日

米 7 項目 J を耳にした万も多かろう。 X 線天文学.

太陽物理学.ハレー採1f..惑星探査. GEOTAIL

/ISTP. テザー実験.長時 I~I 飛均気球の 7つであ

る。

会議の前円には文部省科学'自としての松尾さん.

ゴダードに滞イE' I' の中谷さん.本物の文部省柴崎

事務 n と. NASA の刈外協力室のおなじみの万も

多いサ >1 スさんのお世話で 8 時半に始まリタん

まで本部をかけずりまわった。テー?にまつわる

側々の懸案ギ項.新しくおこそうとするテ-?

今後の長期的見通しといった全体的な問題等につ

いてそれぞれ直按担当の人々やエライ人やと 30 分，

l 時 fl rJ ~lJ みで政的スイ y チを切り替えながら話令

ったのである。

会議当円.始まる前に団長の斉藤成文先生他数

人で新長'自，かなり前にやはり長代として内/ illl

まて'行かれたことがあって顔なじみの 7 レ y チャ

ーさんに挨拶。会議では双方がそれぞれ宇宙百十両

の現状.将来について話 L. そして共同計画の現

状をレビューする。その中身の話は別の機会に報

告するが.新しい問題としては，赤外線天文学の

分射で協力すること，スペ スVL 日 LIH 函をすす

めること等令立が出来た。

封:食時グレアム長官代理と話。キーワースの後

任として大統領科学アドバイザーに就任の由。キ

R
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ーワースのポリンーをそのままつぐつもりかと聞

きにくいことをきいたのに対して.答はイエス。

私の出需は予め初日にまとめておいてもらって

あったので，二日自の朝にはワンント ι発東京、へ

引き返す。これは数年来の柑題.今後15-20年の

宇宙観測長期計阿を審議距;Ii う評議員会談の日取り

が.忙しい先生ばかりで，和!と 6 }-J30 日たった 1

円しかとれなかったからである。

そしてその翠日 7 月 I tIには CaSPAR 総会が聞

かれていたフラノスのツールーズに向かう。成田

にいってみると何をどう附追えたのか，ひょっと

すると人品骨刷のせいか(什，一等にのせられ飲

み政題でパリまでいく.南仏，ピレネ一山脈に近

い.色々な宇宙機関の集まっている街ツールーズ

でその夜大きなレセプションがあり，前の i坦から

居られる平尾さん他沢山の仲間の顔が見える。会

長のデ・ヤハー他多数の人々から平尾さんが COS

PAR のビュ ロー・メムパーに選ばれたこと， IS

AS がNASA ， ESA , IKl とともにlAce (ハレー

探有の機会に 5 年前につくられた機関同lの述絡会

議)の u として凶際協力貨のメダノレを lll'1られた

ことに ~)Ut をのべられる。ピユーローに選ばれる

のは国としても人としても名誉な半のようであら

ためて平尾先生に後光がきして比える。

明 7 月 3 日と 4 日，各機関が将来計画や国際協

力について話合うワークショ y プに出席する。当

方はこれまでの経過，これからの音|幽について.

どこでもやる馬鹿の一つ覚え優良中小企業論と.

出水たてほやほやの2liil:紀初頭までの展望をのべ

るロもうひとつの一つ覚え f ;7イ" ;7・アンド・

スモール・イズ ビューティフノレ」はこちらが言

うまでもなく 7 ロアから米アカデミーのドナヒ

ユ一宇宙委員長が行ってくれる。 NASAの科学者

から.小さい小さいと言うがやれるだけ大したも

んだという感氾1. 野次(ヲ)がとぶ。米1£1ではドナヒ

ュー委員会(こIlについてはしばらく!iijにその出

席報告を書いてある一-Nn43， 1984年 10J-I)が 19

95-2015~1 幽をまとめている最 't' で\その概要を

読まされる。その中に大きなことよではなく小型

でも計 l則的連続性を ill 御することの意義が丙認識

されている.

3 日の午後の一部をさいて.スペース VLBI の

小さな会令が聞かれる。関心のあるソ連， NASA ,

ESAの凶係者，西村(敏)さんと天文台森本さんの

意を体したれ)私が出席する。現在進行中のJPLの

TDRS(静止軌道上のアンテナ)と臼田，鹿 l:h の

アンテナによるチ保 i笑験が，そもそもこの考え;，

が成リ立つかどうかに北本的な重要性をもっとい

う認識である。大きな計画は日本では未だ勉強の

段階だが，今の尖験がうまくし、くと各チームとも

が，気づいて.われわれとしても ISAS と天文台野

辺山が片手間にということではすまなくなるかも

しれない.スペース VLBI はポスト・ハレーまで

続けたいという強い希望のある lAce の有力テー

?の一つなのである。

凶際協力のパネルでは，次の過にハレーのセ y

y ョンで発表される治水先生には申しわけなかっ

たが，お削りしていたデ タを飛行機の小でメノ

コ計算してつくった手書きのスライドを使って，

小さなミ ;1:/ ヨンが大きな HjiIjjの1[(裂な 部にな

る例として示した。これは後てち -6 人の人から色

言々われたものである。 NASA からはわざわざ SO

LAR-A に係る米自!I Iの笑験の逃巧中であると T 緊徐

な協力例として紹介されたが，本当はこの人を説得

するのに判ーッ j したことを思い出しておかしかった。

訟が出席した場面で気がついた 'I~ の一つは.日

本がどう考えるか.どうするかが以前にまして問

題になった-!j\.である。それから米 l.li lの科学者の聞

にいらいらした j感じがあることである。これまで

圧倒的催位にあった科年'の分野が，大型計 l由lがす

べてとまってしまって，やや治ち同になっていた

(とはいっても依然として大した帯慨はあると忠

うが)ところにチャレンジャ-，r;散の追い打ちが

あり，ンャト Jレが f垣市しても当分宇'山基地と単と

が優先的になって科学は致命的なiT幣を受けるか

もしれないということなのだろう。ツールーズで

ではないが.アメリ力的超大型 X線天文台計画 AXA

Fのリ ダ-MIT のクラクが ASTRO-C と SOL

AR-A について「若たちの方がどんどん先にいって

しまうなあ」といったこともつけ加えておこう。

(おだみのる)



宇宙科学研究所柳津正久

パノラマ刀メラ

質畳分析計

戸lレフ戸緑， X棉スベワトロメ ヲー

Apollo15, 16, 17

A凹110 15(1971 年 7 月 26 日)

Apollo16(1972 年 4 月 16 日)

Apollo17(1972 年12 月 7 日)

ケネディヰ宙センター

サターン 5 引

?ッピングカメラ

パノラ 7 カメラ

(地図を作るための精度の)

高い写真を搬る

プf ン7線スペクトロメーター

アル 7 ァ線句 X線スペクトロメ -7 ー

(化学品 Il 成を測る)

・レーザー高度計

(月の形を正確に測る)

.質冊分析青|

(月周辺町気休の分析)

ー小型 1射¥.

(磁力計など仰れており\

{氏 l討'j f主に打ち出される /

打ち上げ基地

使用ロケン卜

量~ilill袋出

名称

打ち上げ年月日

小型衛星

，'.'実習器23ヘヤパ-::-:.， ι 「アポロ 15 ， 16, 17J
溺費鱗た K74
去努府以来襲￡寺?安
世界の科学衛星聖心ふ

「人難i，月に立つ」という興世?の彬に隠れがち

であるが， NASA のアポロ計画は，科学にとって

も大きな抗献を巣たした。月の石の分析からー月

の年齢が，地球や，，\石と In] じ 45f 意年であること.

その背，月の表 l削は深さ 200-3 ∞km の熔岩の伽に

l1Ii.われていたこと，同じようなことが，地球をは

じめとする他め惑星でも起こっていたらしいこと

など，これをきっかけに，太陽系と ，.&5'0 の本格的

な科宇が始まったと百ってもjf，宣言ではない。

ここでは，アポロ計画の 'I·' では披も知られてい

ない月軌 i邑船からのリモートセン y ングについて

紹介しよう。 2 人の宇宙飛行士が月前活動をして

いる lM j，パイロントを来せた軌道船は， (.;j 皮100km

の軌道上から月を様々な h法で調有した。その目

的は， X線やがン 7線を使った新しいリモートセ

ンンンクの腕だめしと，着陸地点と他の J也肢との

供l係を U}j らかにすることであった。その結果，こ

れらの方法が将来の惑昼保査に非常に仇到 jてvある

ことが立証されたばかりでなく.一見一様に比え

る月の裏側や表側の白地にも司かなりの地域差が

あり.月地殻形成の痕跡が残されているらしいこ

と.アポロやソ述の探有機が着陸

した所とは呉なった組成をもった

場所があるらしいこと，地政(月
|マッピンク刀メラ

μ) に伴うと思われるラドンの放| レザー高度計

山カずあることなどカ fわかった。

残念なのは，これらの税制 IJ装世

が登場したのは，アポロ計問の最

後の段 I:皆だったことである。新し

いリモートセンンングによる照査

(i ，月而のごく一部(地球でいう

と熱情地方)をカバーしたところ

で終わっている。 iJ はー「もうー押

しで店、の正体はわかるのよ J とい

う思わせぶりな a}j をして.今夜も
|ガンマ線スペワトロメーヲー

者I>会のZEに符いている。

(ゃなぎさわ・まさひさ)

-7 ー



A 事t.~.6 A芭 ι
琴星の会議二題

宇宙科学研究所清水幹夫

今年のヨーロンノ吋ま暑かった。 Tou louse での

caSPAR総会(特に Halleyのシンポジウム) ,

Canterbury でのESA の主主昼核サンプノレ回収ワ­

7 ンヨンプめ二つの会議に出たのだが，冷房の少

ない(もしくは峨う)ヨーロッパでは，人いされ

の能った会場ではうんざりすることがあった。特

にイギリスの方l土、ノιの議「布をしているのだから

冷房は切りましたと詰1 しい顔をされたが，けっこ

う人数が多くて，風通しの悪い会場では汗のかき

通しだった。といっても外へ.tJjれば空気はさらつ

としていて，丘の下に，かのゴ/' ';I ク造りの大教

会の遠望が効く L，市の城壁の西門の傍らには昔

訪れた頃と金〈変らないnv id、な流れの中に水越が

陥れているしで， i;;i境はたいへん良いのだが。

caSPAR の }jはかなりの人が出ていたので，

いろいろお聞きになる機会も多いでしょうから簡

約すると.まず絞に|刻しては， Giottoの写t.!ーの処

坪が進んで， re1iefだけでなく crater も i制退いな

くあると言い出した L ， Vega も l 号の方で凡〈映

ったのは.ひょうたん形の核を坑の方から眺めた

位置にあったためと言い切った。壊の組成(とい

っても結局は原子比以上は出そうもないが)の解

析はだいぶ:iJtんで.粒イ 41i に C ， Ca , AI , Si ，なと

がどのよ 7 に i主うかなとー分可Iiが剥べられている。

炭素の変化は 5桁の帆iがある。ガスでは4.7 ミクロ

ン惜の検出もあってcaがsecond abundant とい

うことははっきりし、(二次反応が起ったせいか)

検出できなかった中性質量分析百十社II]はなじられて

立往生した。プラズ?では critical velocity

ionization や cornetpause にそう文句がでなかった

感じである。

-h.COmetsamplereturn の}jは、金沢工大

の向井さんしか外に出席者が居られなかったので

多少詳しく初介する。といっても，もともと phase

A級の討論をするワークンヨ y プなので，決まっ

ているのは ESA と NASA 個IJ で対応する委員のリス

トができているくらいのもので司どつやって椋本

を手に入れるのかについては考え方は全〈分散し

ている。イオン推進と化学推進をどうとり混ぜる

か，帰って来た時もエアのキャプ千ャーをやるの

は当然として(ただし 110 熱の彬む'を絶対に避ける

ようにという注文はつくが) ，シャトノレで拾うのかー

向分で卜りるのか。対象の主主主は NASA がしょっ

ちゅっ引用しているように Wild 2 だとか Kopff だ

とか同じようなものの名があがる(そう言えば.

70 年代の初め頃 Goddard て悦 jかれたコメ y ト会談

でも同じであった。条件がそう溢わ主いのだから。)

結局数トンの探査機にペイロードを 300kg (持ち帰

りに失敗したことも考えて. In SitU 観測器をもい

くつか悩む)， 100W くらいの電力で m 慧星に数ヶ

刈とっつき.椋4'を採る。直桜軟着陸は汚染があ

るのであまり巧えられず，ベネトレータ，または

格のような足て凶雪 m，を踏んでおいて， tethered

drill と称する鋼鉄線の先に取りつけたドリルを熱

を出さぬようにゆっくり組して数 kg Jli、める。それ

を圧縮し 160 ・ K 以卜に冷して相変化など起らぬよ

うにしながら持ち帰る。有機質 ~<i 石はバクテリア

がすぐ繁殖するから検疫にも注意が必要である。

会談の参加者の特色はアメリカから Anders ，

Wood , Wasserberg といった Ilii石学の泰斗がどっ

と集って来て，重要な位置を占めたことで， ~員石

屋とい勺ても， もともと版社j しか手に入らぬから

やっていただけで，粕l立高い宇宙化''f-:分析屋と思

えば興味を持つのは当然であろう。 sample を直接

いじれるとなれば， Fechtig とか. Giotta の鹿屋

さんでも.とても競争にならなくなる。会議でも

隙石ではここ迄技術が進んでいるというデモンス

トレ シヨ/がなされていた。 ')':'1由科学が能力を

挙げれば，質がく'んと高くなれるポテン y ャリテ

ィを持つことをす、している訳でもあろう。ただ実

現は 21 世紀に入るかも知れない。

(しみずみきお)
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--1・.~(戸、\

~も E長宙固{本ロケット(その 2 )

一構造一

li;1体ロケットエンジンは国体モータとも呼ばれ

ます。液休ロケ y トエンジンと同様に.推誕の燃

焼で発生する高温ガスをノズノレから一方向に噴射

させ.反動として術力を刊り出します。

ロケ y トに搭載できる推薬の量には限度があり

ますから同じ推必消費率に対して推力が大きくと

れる桂野郎作ですので.推力と推薬の重量消費耳て

の比を比推力 Isp として定義し，エンジン性能の

良否をあらわす量として用いています。これは定

義により秒の単位となります。比推力は ill力単位

系としては明快なのですが，新しい 51単位系では

ぷ干混乱しています。比推力が推~の純矧によっ

て大きく左右されることから，やや正路さは欠き

ますが.この-4q立系に串IIれている人に同で定義を

わかりやすく言えば「似惣的に 1 kgの推業を燃焼

させ 9.8 N の推力のエンジンを作った l時，そのエ

ンジンの燃焼秒時が比推力の幅むという Z).iになり

ます。

そしてもう一つ.推薬が全エン

ジン質最中に占める制作が大きい

民エンジンの性能として優れてい 巴

ることから，これを隅造効率と定

哀し比推力と共に重要な性能桁

僚としてよく i!l!われます。

凶体ロケ y 卜の桃造は燃焼毛の

中にチめ推薬を装喫しておくのが

特徴です。推薬は火薬のブロック.

いわゆるグレインとして成形され

ています。二千:引によればグレイン

は穀粒で一寸巨大なプロ ~7 とは

馴染みませんがもともと銃砲の発 IIG-I

射薬位 j主にしか使われていなかっ

た時代には自然に受け容れられた

用語なのでしょう。

図で示してあります。

内外面燃焼型はグレイン形状が余り自由に変え

られないダブルベース椛楽に対して使われる形ず

で，BilのようにJ4l~グレインでなく惚数似のグレ

インを寸!主傘立てに傘を立てる様にして装薬する

こともあります。この形式では，燃焼室内壁面が

燃焼 '"I' を通じ igz 且のガス流に燥されるので，燃焼

率材料に高温強度が要求されしかも可成の断熱処

置を必要とするためエンジン質量的 I明大を招き大

型!のす刷用ロケ y トには不適当です。この芯味で

最も都合がいいのが内而燃焼型です。後に述べる

綴に推薬は表面に火が;uくと恰も氷がとける憾に

表 IHi が内部に向って後退して燃えるため噌この形

式ですとほんの燃焼末期 lだけ燃焼室内壁が火に l保

されるだけとなり，燃焼笥材料の耐熱性が l主外悦

できて極めて軽 izi; に燃焼宅を作ることができるの

です。 一宇宙研一 秋楽銀二郎

Al

@
凶m
ル
寧

巾A
Z

鹿

角
ノ

-
m

E
N
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c

F刈
A-A 険 iliiA

内外面燃焼型

c IG

盛ー
AJ

端面燃焼型

N
AｷｷA'.~itIi

A
1 c

愈
AJ

内面燃焼型

F、

丸孔 星型内孔

A-Alfili

布凶には代表的な装薬例を断面 固体ロケットモータの代表的装薬例
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エーデルワイス

スイスのレニエ山のふもとで児たエーデルワイ

スの見4な姿が忘れられず-II下年オランダのアム

ステルダム空港の売店でもとめたエーデノレワイス

の槌干を昨年の存鉢にまいた。「高設な山」という

名のこの花は正にアノレプスの裾野をかざる代表 (J~

な花であると }~I，っている。日本名は「みやまうす

ゆき 1;( j となっているが何となく花がちがうよう

な気がしてならない。凶みにアムステノレダム空港

はハワイめホノノレノレ空港と共に花や極子をうって

いる空港である。 bX;凶にもあるが南ウイングの叫

すみにひっそりとしていてとてもはなやかさはな

い。さてこのまかれた種子、まき主の心もしらず

か芽がH~ てくるのにひどく I時 IHJがかかった。もっ

ともアルプスの.!~'(1.点を考えすぎて砂をえらんだの

であったが少し自主性が強かったかもしれない。そ

うして山てきた芹は今度はなかなか大きくならず、

それらしい本諜が出てきた後も結局数枚の本業で

その年も一作れてしまうということになってしまっ

た。冬の nIlは何しろ来い 71レプスのもとで越冬す

る花だからとしめり気だけはたやさないで外に出

したままにしておいた。これはよかったようであ

る。そうして今年の早春、勢いこんで卦をわけて

今度は亦壬ゴも少し加えて組えかえて毎朝]1ft捌そ

れこそ早〈茸を出せとばかり見守っていたのであ

る。そのかいあってか 4 月穿が山，業がのび、そ

フして待望的花芽があがってきたのである。もと

もと町小だから l肥料もごくうすいものを少しやっ

て育てた。そうして 5 )J ついに待望め花が咲いた

のである。しかし問題はここからである。咲いた

イとがあのアルプスで見たぬけるように臼い花では

〈よかったのである。そうしてその花が長つづきせ

ず，すぐうす j+Jなく主ってしまうのであった。今

年もたしかに 4 - 5 月はあまり天候が順調ではな

かったのである。あのカラ y としたアノレプスのふ

もとの干J い空の下とはおよそちがった粂i'1 だった

ので， -i'fjあびるともうそれでイとはいたんでしま

平尾邦雄

つためだ。今は怖耐のなか.そうしてごくたまに

きた猛暑のおかげて'株はなんともよわりきってい

るように見える。さすがの名花も生れ育った所と

全く巡った環境では充分にその美しさを出せなか

ったのかもしれない。しかし店、としては， :S}~に株

はのこりそうだから来年も再来年も何とか育てて

少し我家の艇の環境になじんでもらうよりしかた

がないと思っている。今迄も色々な所から我家に

来た植物がそれなりに数年たつと少しづつ馴|化し

ているように思えるからである。

「趣味は」ときかれた時に私はいつも「凶芸と

ドライブJ ですと答える。 ドライブの万は私の気

のむくままに好きな所へいったり.又休の剥干に

よって長かったり短かかったりすることはできる

が閉会の);は言葉を云わない制物のようすを見な

がら一年でーサイ 7 ノレといううえの長くなければ出

来ないものである。この両方とも，もう随分長い

つき合いであるが，この両極端に見える趣味が私

の今迄を支えてきてくれたのかもしれない。どん

なに忙しい時でも朝一時間ほとeの刷物との対話は

私だけのl時間l を作ってくれるし，そこから一日の

{上半のエネルギーをもらっているようにも思う。

さて今は何となくくしゃくしゃになってるエーデ

ルワイスをどうして来年もっとされいに咲かせよ

うかと考えていると本には花後すぐ茎はもとから

切り恨も半分佼きって納えかえなさい。そうして

草木灰や消石灰のI十をやるとかたくひきしまって

そだちますとある。やっぱり日本の土は少し般性

が強:いのだろうか。人も植物も生まれた所とちが

ったところにはなかなか馴れることはできないよ

うである。(ひらお・くにお)
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